
佐久市立中央図書館建替再整備基本構想（案）【概要版】

第１章 基本構想策定の背景と目的

基本構想

策定

佐久市立中央図書館（R6.10月現在）

〇 施設の老朽化

〇 市民ニーズへの対応

〇 公共施設等の適正化の実現

中央図書館の建替再整備

基本理念：

佐久市教育振興基本計画

「生涯にわたり主体的・創造的に学び、

生きる力を育む人づくり、まちづくり」

誰もが利用しやすい

居心地の良い図書館

●今後の佐久市の対応

●今後の手順

第２章 佐久市立図書館を取り巻く状況の整理 ３ 課題の整理

第３章 佐久市立図書館の基本方針

第４章 新図書館の実現に向けて

多岐にわたる検討
・検討委員会

・アンケート

・懇談会

・ワークショップ

資料No.2-2

長野県との意見調整を踏まえた方向性

【施設の形態】・新図書館の複合先の一つとして佐久創造館を候補とする。

【建設場所】 ・佐久創造館閉館後の跡地を複合化した新図書館の有力な建設候補地とする。

【財源】 ・公共施設等適正管理推進事業債の活用を前提とする。

・公共施設等適正管理推進事業債」延長の方針が示された時点（令和８年12月頃の

見込み）で、最終判断を行う。

事業方針・事業

手法等検討

基本計画

策定

基本

設計

実施

設計
建設

【基本方針６】

図書館は佐久市の情報のよりどころ

～佐久市の魅力に出会える、

佐久市の魅力を発信する～

【基本方針３】

図書館は生きる力を育む場

～自分のペースで学ぶ、

自分で自分を育てる～

【基本方針１】

図書館は市民の憩いの場

～わたしの居場所、

わたしたちの居場所～

【基本方針２】

図書館は知へのとびら

～知りたいことがわかる、

新しいことがみつかる～

【基本方針４】

図書館はともに育つ場

～だれもが等しく学びあえる、

立場の違いをこえてつながる～

【基本方針５】

図書館は出会いの広場

～新しい交流がはじまる、

まちの文化が生まれる～

●メインコンセプト 「みつける そだてる ひろげる」

新図書館、佐久市に住む一人ひとりが自分の図書館だと思えるような図書館です。

わたしたちは、さまざまな人や物、出来事にかこまれて生活しています。そして知りたいこと

は膨大です。知りたいことをしっかり知る、さらに新しい「次」を育む、そして世界を広げる。

そのすべての場面に図書館が寄り添います。

新図書館は、市民とともにあゆみ、市民と協働で世界を創る図書館です。

●６つの基本方針

対応する

基本方針

（１）全域サービス

・佐久市内各地域の実情の把握

・来館に不自由な人のニーズの把握

・中央図書館及び各館の役割、運営体制の整理
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（２）施設面における

　　　課題

・市民からの「狭さ」や「暗さ」の指摘、場所についての要望

・複合先施設との機能の調整
１・４

（３）利用における

　　　課題
・日常的に図書館を利用している人が少ない状況 １~６

（４）資料整備・蔵書

　　　における課題

・「図書・新聞・雑誌」の充実に対する市民の要望

・ティーンズ向けの資料、視聴覚資料、多言語資料、マンガなど

多様な種類の資料の収集

２・３・

４・６

（５）サービス面に

　　　おける課題

・貸出やレファレンスサービス以外の「データベースの利用」

「視聴覚資料の利用」「職員への調べものの相談」などの各種

サービスの利用

２・３・

６

（６）地域における

　　　課題

・人口減少の克服　・未来を切り拓く人材の育成　・超高齢社会

への対応　・地域産業の持続的発展と人材確保　・デジタル化の

推進　・安心・安全な暮らしの確保　・機能集約型のまちづくり

と地域間ネットワークの整備　・持続可能な行財政経営

１~６

課　　　　　　題

開館


